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大阪でアーツカウンシルを考える会＋江之子島文化芸術創造センター 
考えるための勉強会 Vol.1 

このページの情報は、終了した事業に関するものです。

―対話と、学びの場をひらく 「大阪でアーツカウンシルを考える会」は、江之子島文化芸術創造センターと共同で『学びと情報共有の場｜考えるための勉強会

Vol.1』を開催します。本勉強会は、年3回開催する予定です。 

「考えるための勉強会Vol.1」では、4月に新しく発足する「アーツサポート関西」の設立に携わっておられる大島賛都さんをお招きし、アーツサポート関西の

事業についてお伺いします。 

アーティストやアートマネージャー、アート、文化振興などにご関心をお持ちの方、社会課題に取り組む方々のご参加をお待ちしております。

開催概要

日時：2014年3月28日（金） 19：00～20：30 

ゲストトーカー：大島賛都 

入場料：無料（カンパ制） 

会場 ：大阪府立江之子島文化芸術創造センター｜enoco 

　　　（大阪市西区江之子島2丁目1番34号） 

アクセス：大阪市営地下鉄千日前線・中央線「阿波座駅」下車、8番出口から西へ約150ｍ。 

　　　　　http://www.enokojima‒art.jp/access/ 

問合せ：大阪でアーツカウンシルを考える会事務局 

　　　　think‒ac@osaka.arts‒npo.org

アーツサポート関西（ASK｜Arts Support Kansai）とは

「アーツサポート関西」（Arts Support Kansai ASK）は、市民が主体となってアート支援を行う民間の新しい組織です。現在４月１日の発足を目指して準備

中です。税金がベースとなる公的な助成制度とも特定の企業がお金を出して行う助成活動とも異なり、助成者が主体的に支援を行う従来の仕組みを「プレイヤ

ー型」と呼ぶのであれば、ASKは、支援者を広く募り支援先のアーティストたちと一緒にアートを楽しんでいく「プラットフォーム型」の支援の形を目指して

います。そのため、各支援者（寄付者）の意向を反映させた助成の仕組みを構築するほか、市民が自主的にアーティストたちと直接交流できる場の創出を図っ

ていきます。

プロフィール

大島賛都（おおしま・さんと）

1964年、栃木県生まれ。英国イーストアングリア大学美術史学部卒業後、オックスフォード近代美術館にてインターンシップ。1997年から東京オペラシティ

アートギャラリーの設立準備に係わり、現代美術の展覧会の企画を行う。サントリーミュージアム[天保山]学芸員(2004～10）を経て、現在、サントリー大阪

秘書室所属。「アーツサポート関西」の設立準備を関西・大阪21世紀協会にて行う。 

手がけた主な展覧会：「リュック・タイマンス展」（2001）、「ダグ・エイケン展」（2002）、ジャン・ヌーベル展(2003)、「ガンダム―来るべき未来の
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ために展」(2004)、「インシデンタル・アフェアーズ展」(2009)、「レゾナンス展」(2010）、「Motohiko Odani: Time Tomb」（fotografiska,

Stockholm, 2013）など

主催：大阪でアーツカウンシルを考える会 

　　　世話人：アサダワタル｜上田假奈代｜甲斐賢治｜角知子｜高坂玲子｜樋口貞幸｜古谷晃一郎｜山口洋典 

共催：大阪府立江之子島文化芸術創造センター｜enoco

Copyright © Enokojima Art, Culture and Creative Center, Osaka Prefecture. All Rights Reserved.
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